
【第１０号議案】文化財の市指定について　議案資料



令和 5年度 市指定文化財候補文化財 調査報告書 

令和 5年 10月 2日 

種別・種類 有形文化財 歴史資料 

名 称 芳川尋常高等小学校校歌 千家尊福筆 点数 1点 

寸 法 

 

・外寸 高さ 138.5㎝ 幅 229㎝ 厚さ 3.0㎝ 

・本紙(書部分) 高さ 88㎝ 幅 168㎝  

所在場所 吉川小学校 体育館内（※現在は当調査のため取り外し、市教委で管理） 

所有者 
吉川市大字平沼 73  

吉川小学校 

管理者 所有者と同じ 

調査日・場

所 

情報収集・資料調査：5月 10日 埼玉県立文書館【文化財保護担当】 

資料確認調査：6月 29日 市役所 202会議室【調査員・文化財保護担当】 

調査員 染谷行宏委員・新井浩文委員 

史料の概要 

 

・明治 29年(1896)に同校（現吉川小学校）へ寄贈された千家尊福筆の校

歌歌詞（紙本墨書）額装 1点 

・千家尊福は明治期の埼玉県知事で県民から慕われ、県内及び市内の石

碑（市内：重修加藤樋之碑）にも名を残している。 

調査報告 

 吉川小学校は明治 6 年(1873)延命寺境内に開かれた芳川学校に始ま

り、統合を経て明治 22 年(1889)に芳川尋常小学校となる。明治 25 年

(1892)には芳川尋常高等小学校、昭和 16 年(1941)に吉川国民学校とな

り、昭和 22 年(1947)に現在の吉川小学校へと改称した。三輪野江小学

校、旭小学校とともに市内最古の小学校である。 

当資料は紙本墨書で、校歌を作詞した千家尊福が明治 29 年(1896)2 月

芳川学校の新築にあたり書いたことが記されている。長年体育館内の外

光があたる場所に掲示されていたため、紫外線による劣化損傷が激し

い。 

 校歌の制定は明治 27(1894)年とされている。制定時期としては国内最

古の明治 26 年(1893)東京都下谷区立忍が丘小学校には及ばないものの、

制定当時と同じ曲・歌詞を歌い継いでいるという点では吉川小学校が最

も古い校歌を維持しているものと思われる。 

 校歌が作られた経緯は不明だが、千家尊福は校歌制定時の明治 27 年に

は埼玉県知事に就いており、県民生活の向上に尽力したため住民からの

支持が厚い人物であった。作曲の鈴木米次郎は音楽教育のほか軍歌の作

曲を数多く行い、のちに東洋音楽学校（現東京音楽大学）を設立した。 

 歌詞は当時多く用いられた七五調で、千家の出雲大社宮司・歌人・詩

人という背景からか、掛詞を用いて地域や子供たちの未来を祈り寿ぐ意

図が感じられる。戦前の校歌は国家を重んじる内容になりがちである

が、比較的時代が早いせいか当歌詞にはその雰囲気は薄いと思われる。 

 この校歌額は千家尊福の自筆作品にして千家と地域の関係を示す資料

というだけでなく、明治から現代へ続く人々の希望の形の一つとして、

学校の歴史や市の教育史においても貴重な歴史資料であるといえる。 

その他 
 資料の保存場所については、調査前の場所である体育館ではなく、適

切な環境下のもとに管理・保存されることが望まれる。 

別紙：資料１・資料２・資料３ 
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令和５年度 市指定文化財候補文化財 調査報告書 

令和 5年 10月 2日 

種別・種類 有形文化財 歴史資料 

名 称 
三輪野江国民学校校歌原本一式及び額（①楽譜 ②送付

状 ③認可証 ④三輪野江小学校校歌額（相上嶺南書） 

点数 4点 

寸 法 

 

①31.3cm×46.2cm（見開） 

②25.5cm×18.3cm 

③24.7cm×17.0cm 

④外寸 高さ 48㎝ 幅 123.5㎝ 厚さ 2.5㎝ 

 本紙（書部分） 高さ 33㎝ 幅 90㎝ 

所在場所 三輪野江小学校 

所有者 
吉川市大字加藤 641 

三輪野江小学校 

管理者 所有者と同じ 

調査日・場

所 

情報収集：7月 埼玉県立文書館データベース 

資料確認調査：6 月 29 日 市役所 202 会議室【調査員・文化財保護担

当】 7月 13日 東京藝術大学未来創造継承センター大学史史料室 

調査員 染谷行宏委員・新井浩文委員 

史料の概要 

 

・昭和 19 年(1944)に東京音楽学校（現東京藝術大学）より送付された三

輪野江国民学校（現三輪野江小学校）校歌の楽譜・歌詞、送付状と、

埼玉県による校歌としての使用を認める認可証及び昭和 22 年 4 月に書

かれた校歌歌詞（紙本墨書）額装の計 4点 

・校歌制定当時の資料がそのまま残っているのは貴重である。 

・戦後に歌詞の一部が変更されていることが確認できる。 

調査報告 

 三輪野江小学校は明治 6 年(1873)に開かれた 3 つの学校に始まり、統

合・改称を経て明治 41 年(1908)に三輪野江尋常小学校、翌 42 年には三

輪野江尋常高等小学校、昭和 16 年(1941)に三輪野江国民学校となり、昭

和 22 年(1947)に現在の三輪野江小学校へと改称した。吉川小学校、旭小

学校とともに市内最古の小学校である。 

 今回、東京藝術大学での史料調査により、作詞した土井晩翠の歌詞原

稿や当時の校長が東京音楽大学を訪れ作曲を依頼した資料が見つかり、

校歌が作られた経緯の一部が明らかになった。 

作詞の土井晩翠は「荒城の月」の作詞者としても知られ、校歌の作詞

も多く手がけている。作曲の下総皖一は北埼玉郡原道村（現加須市）出

身で、こちらも童謡や校歌を数多く手がけ、その作曲数は 1,200 曲以上

にのぼるという。 

校歌の作成は昭和 19 年(1944)、戦時下だったこともあり、当時の政情

を残す「勇武」という単語を、戦後は「勇気」へと変更している。その

変更前の歌詞と完成した校歌の送付状並びに県からの認可証が揃って残

されていることは貴重であり、学校の歴史や市の教育史においても貴重

な歴史資料であるといえる。 

その他 

 学校で保存することは火災、水害などの危険性があり、また教職員の

人事異動により継続して資料を管理することが難しいため、市教育委員

会に当資料を寄託し、文化財保護担当により適切に管理・保存されるこ

とが望まれる。 

 別紙：資料１・資料２・資料３・資料４・資料５・資料６ 

 



①楽譜（内側） 

 資料には、「土井晩翠 作詞  東京音楽学校 作曲」と書かれている。 
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①楽譜（外側） 

 



 

 

  

②送付状 

昭和１９年９月２７日付けで、東京音楽学校長が三輪野江国民学校長に対して、「依

頼のあった校歌の作曲が出来上がったので送付します」と記した文書。この文書の控

えが東京藝術大学未来創造継承センター大学史史料室に残されている。 

資料２ 

 



 

 

③認可証 

埼玉県知事が三輪野江村村長に対して、「昭和１９年１０月１３日付けで、「国民学

校用歌詞楽譜に関する件認可す」との文書。 

資料３ 

 



④三輪野江小学校校歌 相上嶺南書（紙本墨書・額装） 

昭和２２年４月に桐上嶺南が書いた三輪野江小学校校歌。昭和２２年４月は三輪野江小学校に改称

した時期である。①楽譜の資料との比較で、校歌３番の歌詞「勇武」が当資料では「勇気」（現在の歌

詞）に変わっていることがわかる。 

資料４ 

 



 

  

◇他団体が所蔵する資料 

昭和１９年８月２９日に、三輪野江国民学校長が東京音楽学校に来校し、差し出した名

刺 

             東京藝術大学未来創造継承センター大学史史料室 所蔵 

資料５ 

 



 

◇他団体が所蔵する資料 

昭和１９年８月２５日に土肥晩翠が書いた歌詞。余白部分に「下總先生へ依命御依

頼申上候 ○長  」と書き込みがある。 

             東京藝術大学未来創造継承センター大学史史料室 所蔵 

 

資料６ 
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